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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・第4回　院内研修

　各自メールに添付された研修資料閲覧しレポート提出をお願い致します。

レポート提出期限： 令和4年8月29日まで
・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　　赤石　陽介様・寺地　啓喜様・大久保　恵様・小山　優様・森田　清助様
　　　　　山本　真智子様・草野　秀光様・雫石　めぐ美様・三浦　なつみ様
　　　　　前田　有理様・藤村　翔様

期限：9月15日まで電カルへアップデートまで行いましょう。

・9月は『防災月間』です。法人防災対策委員会では災害に備え、知識・技術を深める強化月間として以下の活動を予定詳細については後日、掲示板やメール等にてお知らせいたします。
防災対応力を高める事が出来るよう活動への参加をお願いします。
＜新型コロナウイルス情報＞

診療・検査医療機関の負担軽減のために…
①青森県臨時Webキット検査センター開設
②国から抗原定性検査キットを無償で配布
③薬局で抗原定性検査キットを販売
④高齢者・障害者施設職員への集中的検査の実施
＜医療福祉学会抄録提出について＞

各領域、研究発表のまとめに入る頃だと思います。つきましては、抄録提出をお願い致します。詳細につきましては、添付の作成要項をご確認下さい。

各管理者へ確認して頂いてからの提出をお願い致します。

この後の予定としましては、抄録提出後に管理者による査読が行われ、ステージとポスターに振り分けます。

提出期限：2022年9月15日（木）17：00
＜利用者様情報＞
デイケア
・沢代　文男様　～65歳　男性　統合失調症　

本日体験利用実施。朝のミーティングでは「調子を崩して、入院していました。今日は体験利用させて貰います。よろしくお願いします。」と丁寧に自己紹介をしている。馴染みの利用者様に話し掛けられて、穏やかに返答している。プログラムの説明に午前中は前半に作業療法に参加し、後半にエアロビを見学している。
・赤石　陽介様　～先週より咽頭痛、咳嗽あり、抗原検査を3回に渡り実施しているが、いずれも陰性であった。しかし、味覚、臭覚の異常があり、労災病院の医師からは新型コロナウイルス感染後の後遺症ではないかと説明があったと言う。来週から青陽館を利用したいとの事で主治医へ症状を伝えて確認している。来週より青陽館の利用は可能だが、発熱がある際は利用できない、風邪症状がある際は抗原検査後に利用可能か判断すると指示があり、本人へ架電して伝えている。8/30（火）青陽館スタッフ送迎にて来所予定としている。
・冨田　紀子様・小野寺　ノリ様　
～ケアマネ「さんぱち」　小泉氏より連絡あり。コロナ感染症対策にて一ヶ月程度利用を休止していたが、9月から再開したいとの事。体調等に問題なければ受け入れ可能とし、9月5日（月）より利用再開としている。

· 藤村　翔様・大下　伸治様

　　　　　　～同グループホーム入居者（田名部　浩平様）の新型コロナウイルス感染に伴い、濃厚接触者に当たるため保健所より8/25（木）まで健康観察期間の指示があった。田名部様の症状がまだあるため週明けの判断としたい旨をGH世話人へ伝えると、田名部様は感染が分った21日（日）より、別の場所で過ごしており、藤村様・大下様との接触はないとの事。8/29（月）より利用再開と伝えている。

ショートケア

・田端　希依子様～今朝、本人より入電あり。8/25の17：00頃より37.8℃の発熱あり。20：00頃には40.4℃の発熱と関節痛あり。本日はカロナール錠服用し体温37.2℃その他の症状は無し。発熱外来を探して受診する為本日はショートケアは欠席。受診後の結果を電話頂く事として終話。その後、外来より情報あり、午後より当院の発熱外来受診予定との事。

デイナイトケア
・山田　隆夫様～相変わらず、食事摂取量の少ない事が続いている。身体不調の訴えはないが引き続き様子を観察していく。

＜青風荘の食事提供について＞

　夕食の提供について現在、17時頃に青風荘から届いている。青陽館スタッフが準備する事も検討したが、今後は青陽館の人員が減るため、17時30分に変更する事としている。

＜プログラムの新体制について＞

· 9/16～青陽館の人員が常に4人と減る為、プログラムの新体制を検討していく必要がある。

· これまで高齢者プログラムを別枠で計画していたが、今後は週1回1枠にする等検討が必要。

· 利用者様主体のプログラムに変更していく必要がある。
